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研究要旨 
［研究目的］ 
日本では、特に女性のやせは重要な健康課題となっており、その背景には身体的要因に加

えて、心理的および社会的要因が複雑に関与している。そこで、本研究では、2023 年度

−2025 年度に調査を実施し、やせの女性の心理社会的背景について検討した。 
［研究方法］ 

日本の全国縦断コホート研究に参加している 10～17歳の青年を対象として、2023-2025

年に全国調査 (population-based study)を実施した。Sociocultural Attitudes Towards 
Appearance Scale-4-revision (SATAQ-4R)日本語版を作成し、信頼性、妥当性の検証を行

なった。さらに、ソーシャルメディアの利用の痩身理想への影響とソーシャルメディア・

リテラシーの修飾効果についても分析した。 
［結果］ 

SATAQ-4R 日本語版の信頼性・妥当性が確認された。さらに、女性においては、ソーシ

ャルメディア・リテラシーが低いグループにおいて、ソーシャルメディアへの使用と痩身

理想の内面化と正の関連を示した。しかし、ソーシャルメディア・リテラシーが高いグル

ープでは関連は認められなかった。男性においては、ソーシャルメディアの利用と「痩身

理想」の内面化との間に関連は認められなかった。 
［考察］ 
本研究により、ソーシャルメディアへの接触が「痩身理想」の内面化と関連していること

が示された。また、ソーシャルメディア・リテラシーが、ソーシャルメディアによる 10

代の女性における「痩身理想」の内在化への影響に対して保護的な効果を持つことが示

唆された。 

Ａ．研究目的 
日本における女性のやせは重要な健康課

題であり、その背景には身体的要因に加え

て、心理的および社会的要因が複雑に関与



している。やせは身体的・心理的・社会的な

悪影響と関連している（Peebles & Sieke, 

2019; Steinhausen, 2009）。減量行為によ

る意図的なやせは、すでに小学生期から認

められ、思春期にかけて増加し、10代の若

者でピークに達することが報告されている。

例えば、日本の児童生徒を対象とした研究

では、小学生段階から体重や体型への関心

および減量志向がみられ、年齢とともにそ

の割合が上昇することが示されている

（Matsumoto Y et al., 2013）。また、国際

的な大規模調査である Health Behaviour 

in School-aged Children（HBSC）において

も、ダイエット行動は思春期に顕著に増加

し、特に 10代で最も高頻度となることが報

告されている（Inchley J et al., 2020）。 

若年者は、親、同世代、ならびにメディ

アを介して、「痩せていなければ理想的な体

型ではない」とする社会文化的メッセージ

にさらされている（Thompson, 1999）。近年

では、ソーシャルメディアの利用など、イン

ターネット利用は、こうした社会文化的規

範の拡散と維持において重要な役割を果た

している。実際、複数の研究において、イン

ターネット利用頻度が高いほど、身体イメ

ージの歪みや不適切な減量行為によるやせ

や摂食障害と関連していることが示されて

いる（Holland, 2016; Tiggemann, 2013; 

Wilksch et al., 2020）。 

一方で、批判的思考やソーシャルメディ

ア上のコンテンツを分析・評価する能力を

含む高いソーシャルメディア・リテラシー

は、痩身理想の内在化に対するソーシャル

メディアの影響を緩和する可能性がある

（Tamplin et al., 2018）。成人を対象とし

た研究では、商業的なソーシャルメディア・

リテラシーが、女性における理想像への接

触がもたらす身体への不満に対する悪影響

を軽減することが明らかになった（Tamplin 

et al., 2018）。女性大学生を対象とした混

合手法による研究では、ソーシャルメディ

ア・リテラシーに関する動画ベースの介入

が、身体への不満を軽減し得ることが示唆

された（Campagna et al., 2024）。101名の

思春期女性を対象としたパイロット研究で

は、ソーシャルメディア・リテラシーに関す

る 50分間の介入を 3回実施することで、身

体イメージの改善が見られたことが示唆さ

れた（McLean, 2017）。しかし、ソーシャル

メディア・リテラシーの向上が、実生活にお

いて「痩身理想」の内在化や身体イメージに

関する懸念を軽減するかどうかを検証した

縦断的研究は存在しない。 

そこで、本研究では、まず、身体イメージ

の障害や摂食障害に対する社会文化的リス

ク要因としての外見の理想化と外見に対す

る圧力の内面化を評価するために広く使用

されている測定ツールの一つである

「 Sociocultural Attitudes Toward 

Appearance Questionnaire (SATAQ-4改訂

版（SATAQ-4R）) の日本語版の開発・検証」

を行うこととした。 

日本の青少年に対して SATAQ-4R の日本

語版を翻訳することに加え、その心理測定

特性を検討、実施した。さらに、2023年度

参加者に対して、2024 年度はリスク因子の

同定を行うためフォローアップ調査を実施



した。 

次に、10代の若者のソーシャルメディア

利用と「痩身理想」の内在化との間の縦断的

関連性を調査することを目的として「②青

年のソーシャルメディア利用と瘦身理想の

内面化調査」を実施した。また、本研究では、

ソーシャルメディア・リテラシーが、10代

の少女および少年におけるソーシャルメデ

ィア利用と外見の理想の内在化との関連性

を調整するかどうかを検証した。 

 

Ｂ．研究方法 

［研究対象者］ 

本縦断研究は、現在進行中の追跡コホー

ト研究である「日本思春期コホート研究

（JAY）」の一部としてとして実施した

（Rahman et al., 2024）。JAYコホート研

究では、2020 年以降、毎年質問紙による調

査を、ランダムサンプリングして参加を呼

び掛けた全国思春期縦断調査(12 歳～18 歳

の男女)に実施している。調査項目は多岐に

わたり、2022 年の調査ではソーシャルメデ

ィアの利用状況等も調査していた。そこで、

2023 年および 2024 年度に、本研究の一環

として、参加者にボディイメージやソーシ

ャルメディア・リテラシーに関する追加調

査を行った。2025 年には、減量行動の種類

についての質問票調査を実施した。 

2023年秋調査においては、3367 組の親子

に配布し、1928 組から回答を得た。また、

追跡調査として、2024 年にも本研究を実施

し、親 1551 人、子 1500 人からやせに関す

る質問項目に回答を得られた。 

 

［調査方法］ 

質問票調査 (population-based study)

を実施した。SATAQ-4Rは原著者から使用許

可を得た後、日本語訳した後、逆翻訳した。 

男女別で解析を行った。信頼性はクロンバ

ッハのアルファ、外的妥当性は、Eating 

Disorder Examination- Questionnaire for 

children and adolescents、 Children's 

eating attitudes testを使用した。 

［調査方法］ 

・ ソーシャルメディアの利用状況 

2022年の調査では、インターネットの利

用活動について、以下の活動のためにイン

ターネットを利用するかについて質問した。 

1) インターネットを利用しない。 

2) Instagram や Twitterなどのソーシャ

ルメディアで他人の投稿を閲覧する（閲

覧）。 

3) 情報を検索する（検索）。 

4) LINE やその他のソーシャルメディア

を使ってメッセージをやり取りする（ソ

ーシャルコミュニケーション）。 

5) ビデオゲームをする。 

6) 動画を見たり、音楽を聴いたり、小説

や漫画を読んだりする。 

本分析では、選択肢 2)を選択した場合

を「ソーシャルメディアを利用している

（受け身のソーシャルメディア利用）」と

して分析に使用した。（参考、SNSの定義

に関する参考文献）。 

 

・ 外見理想の内在化 

外見理想の内面については、男性版およ

び女性版の「外見に対する社会文化的態度

質問紙-4-改訂版（Sociocultural Attitude 

Towards Appearance Questionnaire-4R：

SATAQ-4R）」（Schaefer et al., 2017）の日

本語版を用いて評価した。本研究では、



SATAQ-4R を日本語に逆翻訳して使用した。 

SATAQ-4Rには、外見の理想像の内在化お

よび外見に関連する社会文化的圧力の尺度

が含まれている。外見の理想像の内在化に

は、「痩せ型／低体脂肪」、「筋肉質」、「一般

的な魅力」の 3 つの下位尺度があり、外見

に関連する社会文化的圧力には、「メディア

からの圧力」、「仲間からの圧力」、「大切な

人からの圧力」、「家族からの圧力」の 4 つ

の下位尺度がある。回答は 1（全く同意しな

い）から 5（全く同意する）までの 5段階と

なっている。本研究では、女性のやせと関連

が深い、「痩せ型／低体脂肪」について分析

を実施した。 

 

・ソーシャルメディア・リテラシー 

ソーシャルメディア・リテラシーは、個人

がソーシャルメディアについてどの程度批

判的に考えるかを評価するために開発され

た「ソーシャルメディア・リテラシー尺度」

を用いて測定した。同尺度には、ソーシャル

メディアを分析し、創り、参加するためのス

キルや知識を持つことが含まれる（Tamplin 

et al., 2018）。本研究では、このソーシャ

ルメディア・リテラシー尺度を日本語に逆

翻訳して使用した。この尺度は、商業的リテ

ラシー（9項目）と仲間間リテラシー（5項

目）の 2つの領域から構成されている。 

商業的ソーシャルメディア・リテラシー

は、商業的に制作された投稿の文脈におけ

るリテラシーを評価するものである。例え

ば、「商業的に生成されたソーシャルメディ

アのメッセージを見たとき、そのメッセー

ジの背後にある目的について考える」とい

った項目がある。 

ピア・ソーシャルメディア・リテラシー

は、投稿の背後にある目的を含め、友人や同

世代、自分と似た人々が投稿したソーシャ

ルメディア・メッセージ（画像、テキスト、

または動画コンテンツ）の背景に関わるリ

テラシーを評価した。例えば、「友人、同世

代、または自分と似た人々が投稿したソー

シャルメディア・メッセージ（画像、テキス

ト、または動画コンテンツ）を見たとき、そ

の背景にある動機について考える」といっ

た項目である。回答は 1（全く同意しない）

から 5（全く同意する）までの 5段階であっ

た。本研究では、ソーシャルメディア・リテ

ラシーの高さを、中央値を超えるスコアと

定義した。 

 

・共変量 

若者の学年、母親の教育歴を共変量とし

て男女それぞれに分析した。 

 

・統計解析 

本研究の参加者の特徴を記述した。また、

本研究の対象となった参加者と対象外とな

った参加者の特徴を比較した。 

ソーシャルメディアへの接触と「痩身理

想」の内在化との関連性を、女性および男性

それぞれについて分析するために、多変量

線形回帰分析を実施した。まず、学年および

母親の学歴を調整した。ソーシャルメディ

ア・リテラシーの高・低で層別化した後、回

帰分析を繰り返した。 

すべての統計解析は、STATA バージョン

16.1 ソフトウェア（STATA Corp, Texas, 

USA）を用いて実施した。 

 

Ｃ．研究結果 

SATAQ-4Rと外部尺度との中程度の相関が



みられた。ソーシャルメディアの利用と痩

身理想の内在化との関連を検討した結果、

女性において、利用時間が長いほど、痩身に

関する理想の内在化と正の関連が認められ

た。一方、男性では、ソーシャルメディア利

用と外見の理想像の内在化との間に明確な

関連は認められなかった。 

ソーシャルメディア・リテラシーの影響

を検討した結果、女性において、リテラシー

が低い群では、ソーシャルメディア利用と

痩身理想の内在化との関連がより強く認め

られた。特に、ソーシャルメディア・リテラ

シーが低い場合、ソーシャルメディア利用

と痩身理想の内在化との関連が強い傾向が

みられた。一方、リテラシーが高い群では、

これらの関連は弱い、または有意でない傾

向を示した。 

さらに、女性においては、ソーシャルメデ

ィアの利用は、外見に関連する社会文化的

圧力（メディア、重要な他者、仲間、家族）

とも正の関連を示した。 

男性においては、ソーシャルメディア利用

と外見の理想像の内在化、および社会文化

的圧力との間に一貫した関連は認められな

かった。 

 

Ｄ．考察 

本研究では、ソーシャルメディアの閲覧

が痩身理想に対する内在化と関連していた。

また、ソーシャルメディア・リテラシーは、

痩身理想に対する内在化との間に負の修飾

効果をもたらした。 

本研究では、女性および男性の大多数が、

学業や勉強以外の目的でインターネットを

利用していた。ソーシャルメディアの利用

は青少年の健康に肯定的な影響を与えるこ

とを示した研究もある（Hadjipanayis et 

al., 2019; Reich, 2010）一方で、青少年

の健康に悪影響を及ぼす可能性もある。

我々は、閲覧行動が、女性のやせリスクの上

流要因である「痩身理想の内在化」と正の関

連があることを明らかにした（ Stice, 

2017）。インターネット閲覧には通常、理想

化された画像の受動的な消費が伴い、これ

が外見の比較を助長し、社会的に重視され

る身体規範の内在化を強める可能性がある

（Rousseau, 2017）。このような曝露は、痩

身理想の内在化に寄与するだけでなく、特

に痩せが重視され、肥満がスティグマ化さ

れる社会文化的文脈において、体脂肪に対

する否定的な評価にもつながり得る。 

ソーシャルメディアへの投稿が「痩身理

想の内在化」を高める理由として、主に二点

が考えられる。第一に、思春期の若者は、ス

リムな体型によって「いいね」やコメントと

いった社会的承認を得る他者を模倣対象と

して認識しやすい。こうした情報を批判的

検討を伴わず受動的に閲覧することで、理

想的身体像への信念が強化される。第二に、

ソーシャルネットワーキングプラットフォ

ーム上には、加工・編集された理想化身体の

画像が多く流通しており、これへの反復的

な曝露が外見に基づく社会的比較を促進す

る。その結果、個人は達成困難な他者の身体

像と自己を比較するようになり、この過程

が身体的不満の増大と関連することが示さ

れている（Fardouly, 2015; Tiggemann, 

2013, 2015; Scully, 2023）。 

本研究の結果は、ソーシャルメディア・リ

テラシーが、10代におけるソーシャルメデ

ィア起因の「痩身理想の内在化」に対して予

防的に機能する可能性を示唆する。 



従来のメディア・リテラシーが「痩身理

想」の内在化を防ぐことができるかどうか

を検証した研究はいくつかある（McLean et 

al., 2013, 2016）が、ソーシャルメディア・

リテラシーに関する研究は依然として少な

い（McLean et al., 2017）。 

ソーシャルメディアでは誰もが情報発信

者となり得るため誤情報の拡散が生じやす

いが、リテラシーの高い個人は、同世代の投

稿の背後にある社会的承認欲求や印象管理

といった動機をより的確に認識できると考

えられる。この理解は、投稿内容が必ずしも

現実を反映しないことの認識を促し、有害

な社会的比較を抑制する。その結果、外見に

基づく上向き比較の頻度が低減し、より安

定した自尊心の維持につながる可能性があ

る。 

本研究の限界は、質問紙に基づく観察研

究であり、自己申告による測定誤差、追跡脱

落による選択バイアスの可能性があげられ

る。また、利用内容を受動的閲覧の有無でし

か捉えておらず、閲覧時間、媒体、投稿内容

の違いを十分に評価できていなかった可能

性がある。調整因子も学年と母親の学歴に

限られ、他の交絡因子が残る可能性がある。

今後は客観的な利用データと多様な心理社

会的要因を含む長期追跡を行い、リテラシ

ー教育の効果を介入研究で検証する必要が

ある。 

 

Ｅ．結論 

本研究では、インターネットの利用時間

が長いほど、痩せたいというプレッシャー

や魅力への関心が高まることが明らかにな

った。閲覧行動は、痩せに対する内在化と関

連していた。また、友人・知人のソーシャル

メディア・リテラシーは、閲覧行動と痩せに

対する内在化との間に負の相関をもたらし

た。 

特に女性においては、ソーシャルメディ

ア使用と痩身理想の内面化との関連がみら

れた。また、本研究は、ソーシャルメディ

ア・リテラシーが、ソーシャルメディアの影

響による「痩せなければならない」というプ

レッシャーから若年者を保護し得ることが

示唆された。ソーシャルメディア・リテラシ

ーの向上は、身体への不満を予防するのに

役立つ可能性がある。 

今後は、やせの心理社会的要因を引き続

き分析し、対策案について検討する。 
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